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あらまし 近年、コミュニティ内での情報提供や支援が円滑に行うことができるという点から、WebGISに注
目し活用する情報コミュニティが出現している。一方、携帯電話の普及は大変目覚ましく、それに伴いここ数年
の携帯電話には GPS機能、カメラ機能などの非常に高度な機能が搭載されている。我々はこれまでに GPSカ
メラケータイを用いたWebGISを構築し、その運用実験を重ねて来た。本稿では運用事例から得られた知見を
もとに、本システムの評価を行うとともに今後の展開・可能性を検討した。
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Abstract In this paper, we introduce our geographic information system using a mobile phone that is

equipped with a camera and a GPS and its exhibitions. We aim to provide rich social information spaces for

local communities or towns. Users can annotate not only text notes but also photos to physical spaces by

sending emails with photos and location information by GPS attached from mobile phones. Any users using

such mobile phones can annotate information to physical spaces when and where they want to do it and act

as content provider. We exhibited our system as a photography exhibition in Tokyo and Sendai.
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1. は じ め に

現在、ライフスタイルの多様化、ITの進展等に伴う情報
交流の活性化等により、趣味や職業などの共通の関心意識

やテーマによってネットワークされた多様なコミュニティ
が出現している。それに伴い、位置と関連のある情報を地
図上に明記することで、それぞれのコミュニティ内での情



報提供や支援が円滑に行う事ができるという点から、まち
づくり支援および地域活性化を目的としたコミュニティ支
援を目的として、WebGISに注目し活用する情報コミュニ
ティも出現している [5]。
そのようなWebGISとしては「カキコまっぷ」や「まち
資源データベース」などがある [3,4,6,7]。これらのWebGIS

の多くはパソコンからの利用を前提に、情報の登録や削除、
検索、表示、地図範囲のズームなど利便性に富んだ多くの機
能をもっている。しかし、「街中で登録したい情報を見つけ
た場合でも自宅のパソコンにの前に戻るまでは作業が行え
ない」、「情報として文字だけでなく画像を張り込むことが
できるものの、この作業はコンピュータに不慣れな人にとっ
ては非常に困難である。もし慣れている人であってもカメ
ラで撮影した後，パソコンに取り込み本文に張り込むとい
う一連の作業は大変面倒であり手間がかかる」などの情報
の登録時における問題点がある。またその一方で、大量の
情報が投稿されると地図上で近接した情報同士が重なって
しまい、非常に見辛くなってしまったり、テキストだけでな
く画像データも投稿できるもののその一覧性が乏しい、と
いった様々な問題点も抱えているのが現状である。
その一方で近年、携帯電話の普及は大変目覚ましく、それ
と同時に携帯電話には多くの機能が搭載され、今もなお発展
し続けている。ここ数年の携帯電話にはメール機能（E-mai）
だけでなく、Webブラウジング機能やカメラ機能、GPS機
能（位置情報取得機能）などの高性能な機能が装備されて
いる。そのような携帯電話は今の時代に最も即したコミュ
ニケーションツールであり、そしてまた人々の生活にとって
なくてはならない機器となりつつある。
そこで我々は、GPS機能およびカメラ機能を搭載した携
帯電話（以下、GPSカメラケータイ）を利用する事で、誰
でも気軽にそして容易に写真つきの情報をWebGISに投稿
できると考え、GPSカメラケータイを用いたWebGISであ
る「時空間ポエマー」を構築し、カキコまっぷとの統合を
はかるとともにその運用実験を行った [10]。本稿では、構
築したシステムの概要を説明した後、仙台および多摩セン
ターにおける運用実験例について述べ、そこから得られた
知見をもとに、本システムの評価および今後の展開・可能
性について検討する。

2. 時空間ポエマー

2. 1 システム概要
時空間ポエマーのシステムの概要を図 1 に示す。時空間
ポエマーで使用する携帯電話は、位置情報（緯度・経度）が
取得でき、かつカメラ機能を備えたものであり、情報の登
録には携帯電話の E-mailを利用する。地域ごとのユーザが
GPSカメラケータイを用いて自分の好きな時に好きな場所
で画像を撮影する。撮影した画像に位置情報（撮影した場
所の緯度・経度）を付加し、生成された位置情報付き画像を

図 1 システム概要

図 2 表示クライアント

メールに添付してサーバに送信する。サーバでは JavaMail

を用いたアプリケーションによってメールを受信する。受
信したメールから、送信者のアドレス、送信者名、タイト
ル、本文、画像、位置情報、送信日時といった情報を取得
し、データベースに登録する。
登録された情報の表示を行うクライアントはMacromedia

Flash で作成した。クライアントはWWW サーバ（Tom-

cat4.1.2）上で稼働する Javaサーブレットを介して、メー
ルが送信された時間および位置の緯度経度の範囲を指定し
てデータベースを検索し、表示すべき情報を取得する。サー
ブレットからは、表示すべきメールの数をそれぞれのメー
ルの情報（送信者、送信日時、タイトル、コメント、写真が
撮られた位置の緯度と経度、写真が保存されている URL）
が返される。
時空間ポエマーは、数百枚の写真を表示することを想定

しているため、既存のWebGISのように緯度経度を用いて
正確な位置に写真を表示した場合、写真同士の重なり合い
が発生し、地図を覆い隠すこととなってしまう。そのため、
現在のクライアントでは所定の地域の地図を直交格子状の



セルに区画し、Javaサーブレットを介してデータベースか
ら得られたそれぞれの写真がどの区画で表示すべきかを位
置情報をもとに判別し各区画に表示する（図 2）。また、同
じ区画内に写真が複数枚存在している場合には、各々の区
画において時間軸に画像をリストとして保持し、表示する。
それらをフェードイン・フェードアウトさせながら順に表示
を行うことで、複数毎の写真を表示するとともに、写真の切
り替え時に背景となっている地図を見ることができる。ま
た、各区画の画像が同じタイミングでフェードイン・フェー
ドアウトしながら表示されると画像で地図を覆い隠す瞬間
が発生することから、それを防ぐために画像を読み出す際、
各画像ごとにフェードイン・フェードアウトにかける時間を
ランダムに決定している。その他の機能として写真にマウ
スオーバーすることにより、それが添付されたメールにつ
いての詳細情報（送信日時、送信者、タイトル、本文、緯
度・経度）が表示される。クライアントは２分毎に新規投稿
をチェックし、表示すべき情報を自動的に更新する。

3. 仙台における事例

2003年 5月 29日から 6月 1日にかけて、宮城県仙台市に
おいて、時空間ポエマーのシステムを利用した写真展「宮城
大学光画部写真展『よそみ』／時空間ポエマー in Sendai」
（以下、仙台ポエマー）を開催した。写真の収集にあたって
は、仙台の中心市街地東西約 1.5km（JR仙台駅～せんだい
メディアテーク）×南北約 1km（仙台中央郵便局～せんだ
いメディアテーク）を範囲とし、全体を 14× 8のセルに区
画した。準備期間と公開期間を通じて撮影・投稿された写
真は約 700枚である。
展示会場は仙台市中心部のサンモール一番商店街、藤崎
百貨店の前で開閉式のアーケードがかかった歩行者専用道
路となっている商店街の路上である。人通りの多い路面の中
央に敷かれた 5.4m× 3.6mのスクリーンに、アーケードの
柱の地上高さ 4m のところに設置した 2 機の液晶プロジェ
クタから映像を撮影した（図 3）。このメイン・ディスプレ
イのほかに、投稿された写真をほぼ携帯電話の画面と同等
のサイズ（対角 50mm程度）で紙に印刷して切り出し、屋
根から壁状に吊りおろされた縮尺 1/1000の地図パネルのウ
エに、位置情報に従って物理的にピンナップしていくサブ・
ディスプレイもあわせて設置した。

3. 1 写真展として写真部員が撮影
仙台ポエマーの第一の特徴は、写真の撮影を大学の写真
サークルのメンバーに依頼したことである。日常的に写真
に親しみ、場所に潜む価値を見いだすことに長けた写真愛
好家たちに撮影してもらうことで収集される写真の品質を
高め、表示内容の魅力を増すことができた。また、写真に
ついて日頃から意識的に考えているユーザの評価をシステ
ム開発にフィードバックすることができた。また、このイベ
ントは写真展あるという形で広報活動を行うことで、情報

図 3 仙台における事例

図 4 ケータイらしい写真：あしもと、うしろすがた、おもしろい
もの

システムのテクニカルな問題ばかりが前面に出ることを避
け、一般の人々に容易に了解してもらえるように配慮した。
また、撮影・投稿された約 700枚の写真が何をモチーフ
としているかを撮影者のヒアリングと合わせて分析し、通
常の一眼レフカメラで撮影した写真とも比較して、ケータ
イらしい写真の特徴の抽出も試みた。結果、ケータイなら
ではの写真のモチーフとして「あしもと」「うしろすがた」
「おもしろいもの」の三つをあげることができた（図 4）。
「あしもと」は自分の靴や横断歩道、マンホールなど文

字どおりカメラを下に向けて撮影したもので、一眼レフで
は決してこのような構図の写真は撮らないと撮影者も証言
している。これは位置情報を付加するという特性が場所を
規定する座標面である大地への関心として顕在化したもの
と考えることができる。
「うしろすがた」とは、画面に他人が写っている場合、そ
れが後ろ姿であることが多いことを指している。携帯電話
のカメラはその登場当初から盗撮に使われることが危惧さ
れてきたし、最近ではデジタル万引きが問題視されるなど、
その撮影行為にはいくらかの後ろめたさがあるようで、一
眼レフ以上に周囲の目が気になるという証言もあった。腕
を伸ばしてケータイのカメラを構える姿勢も通常のカメラ
以上に攻撃的に見えることもあって、ケータイでは正面か



ら他人を撮影することは難しく、その結果後ろ姿が多くな
ると考えられる。
「おもしろいもの」とは、街で見かけた変わった看板や
奇妙なオブジェなどを、あまりひねらずにそのまま図鑑的
に撮影した写真である。写真を見せあいたい、発見を共有
したいと言う気分をストレートに示しており、通常のカメ
ラよりもはるかに気軽にシャッターを切り、そのまま画面を
他人に見せたりメールで送ったりすることができることが、
こうした写真を多く撮らせていると考えられる。

3. 2 パブリックスペースで様々な観衆に
第二の特徴は、アーケードのかかった商店街の路上とい
うパブリックスペースで開催したことである。会場とした
サンモール一番商店街は、仙台市のもっとも繁華な商店街
のひとつであり、しかもその核施設にあたる老舗百貨店の
エントランス前で展示を行ったので、目的的に来場する観
客よりもはるかに多く、通りがかりに足を止める人が展示
を見ていった。
会場ではシステムの仕組みを簡単に説明したリーフレッ
トを配布するとともに、興味のありそうな人にはスタッフ
が実際にその場で写真を撮影して地図に投影させるなどの
デモンストレーションを行った。リーフレットの発行数から
みて、街頭で説明を聞いた観客は 1000名ほどになる。
リアクションをみると、中高年層は、GPSによる位置情
報の取得やインターネットを利用して映像をリアルタイム
に更新している点など、システムを支えるテクノロジーそ
のものに感心する傾向が多いのに対し、10代以下の若い世
代は、携帯電話の写真を互いに見せあい、共有する機会が
拡大することをおもしろがるという傾向があった。自分の
携帯電話に記録されている自慢の写真を表示させることは
できないのか、などといった反応は、若年層に特有のもの
であったと思われる。

3. 3 空間化されたディスプレイ
会場で地図の上にあがるようにうながすと、スクリーン
を踏むことで画面に写真が表示されるのだろうと考える観
客が多くいた。今回は残念ながらインタラクティブな仕掛
けを組み込むことはできなかったが、今後はディスプレイ
とユーザとの間にインタラクティブな関係を作り出せるよ
うにしたいと考えている。
また、仙台ポエマーの会場には同じ情報を異なる形式で
表示する 2種類のディスプレイを用意したが、垂直面をな
すサブ・ディスプレイを離れて立って見る時と、歩き回りが
なら足下の水平面にあるスクリーンを見下ろしている時と
では、同じ地図上の写真を見るのであってもまったく違う
体験であった。その所作の違いや受ける印象の差などを検
証を通じて、情報共有環境としての「空間化されたディス
プレイ」の意味を考えていくことは、情報と空間と身体の
関係を考えていく上で重要な課題であると思われる。

図 5 アフターワークショップ・街頭展示

4. 多摩センターにおける事例

一方、昨今、市民に最も近い地方自治への期待が高まって
いる。自治体行政の現場では、市民の参画意欲を積極的に
支援し、行政と市民が協働してまちづくりに取り組んでい
こうとする試みが、全国各地で見られるようになってきて
いる。そこで、本システムを活用することでまちづくりの
現場に市民が気軽に参加し、行政が協働しながら課題を見
つけていくことができるのではないかと考え、東京都多摩
市において、多摩市役所くらしと文化部多摩センター活性
化推進室の協力を得て二度の運用実験を行った（図 5）。写
真の収集は、京王多摩センター駅を中心に東西約 1.5km×
南北約 1kmを範囲とし、全体を 11× 7のセルに区画した。
現在、筆者らは豊富な機能を稼働実績をもつ「カキコまっ
ぷ」[3,4]と時空間ポエマーを統合したシステムの開発をは
じめている [10]。しかしながら現在、カキコまっぷと時空間
ポエマーの二つのシステムを統合した新たなシステムを構
築するまでには至っておらず、その初期段階として GPSカ
メラケータイからカキコまっぷへの情報登録を可能とし、本
運用実験では二つのシステムを並列的に動作させた（図 6）。

4. 1 第一回目運用実験
多摩市での第一回目の運用実験として、2003年 9月下旬

に約 20人の市民の方々に参加してもらい、システムの活用
に関する検証を兼ねた「地域の魅力探しイベント」（一般の
観光情報に取り上げられることのない身近な魅力スポット
を発見し、まちづくりに役立てるイベント）を実施した。実
験は、(1)参加者への趣旨説明と写真展テーマの話し合いを
行うプレワークショップ、(2)GPSカメラケータイを用いた
まち歩きと参加者によるアフターワークショップ・街頭での



図 6 運用実験の形態

本システムの展示、(3)今後の活用展開の可能性を検討する
「まちづくり展開戦略会議」、の三つのイベントを実施した。
アフターワークショップ後、参加者にイベントに対するア
ンケートを実施した。イベント期間中に撮影・投稿された
写真は約 200枚である。

4. 1. 1 カテゴリ分けおよび検索機能の実装
時空間ポエマーは地図上に区画ごとの画像を表示し、マ
ウスオーバーすることで詳細表示はできるものの、カキコ
まっぷのように高度な検索（時間や登録者などによる検索）
や情報の選択が行えない。GPSカメラケータイを用いたま
ち歩きをした直後のアフターワークショップでは、「どのよ
うな目的でとった写真か？」といったテーマ別・カテゴリ別
での話し合いであったり、参加者の年代別・性別などの属性
情報に応じた意見の比較、また個人別の意見交換などが行
われることを計画した。そこで、アフターワークショップを
円滑に行うためにも表示クライアントに二つの機能を追加
した。
第一に情報のカテゴリ分けである。これは、写真投稿に
際しての撮影者の「視点」を明確にするためのもので、カテ
ゴリの種類とそれに対応するメールアドレスを予め指定す
ることで実現した。本イベントでは「よい・美しい」「ブー
イング」「楽しい・面白い・なごむ」の 3つに設定した（表
1）。表示クライアントに写真が表示される際、左上にカテ
ゴリ別の色が表示される（図 7）。
第二に検索機能の追加である。上記カテゴリ別検索の他、
投稿者別に写真を表示することができるとともに、性別、年
齢、居住歴などの属性情報による検索も可能とした。ただ
し、属性情報による検索は予め投稿者の登録が必要となる。

表 1 カテゴリ別メールアドレス・色
「カテゴリ」 メールアドレス 色

「よい・美しい」 tama.good@○○○. ××.jp 青
「ブーイング」 tama.bad@○○○. ××.jp 赤
「楽しい・面白い・なごむ」 tama.fun@○○○. ××.jp 緑

図 7 時空間ポエマー Ver.1.1

4. 1. 2 アンケート集計結果
各カテゴリに投稿された写真の一例を図 8に示す。「よい・
美しい」には、花や並木道など通りがかりに見つけた純粋
に奇麗と思った風景や自然を撮った写真の他に、「こんな場
所があるんだよ。知っている？」といった人に教えたいとい
う欲求から撮られた写真が多く投稿された。「ブーイング」
には、迷惑駐輪の様子やバリアフリーを訴える写真、ゴミ
の不法投棄など「まちづくり」らしい投稿が多く見られた。
「楽しい・面白い・なごむ」には仙台での実験同様、変わっ
た看板や奇妙なオブジェなどをあまりひねらずにそのまま
図鑑的に撮影したものの他、その地域ならではのスポット
を撮影したものが多く投稿された。
次にアンケートの結果について述べる。本イベントに参
加した感想として、事前の募集に応えた意欲的な参加者ば
かりであることもあり、全員が参加したことに対して「良
かった／やや良かった」と回答しており、また今後の利用意
向についても「利用してみたいと思う／やや思う」が全体
の 90％を占めた。参加して良かった理由として「まちの新
たな発見ができた」「他人の視点を知るきっかけとなった」



図 8 投稿された写真：左列「よい・うつくしい」、中列「ブーイ
ング」、右列「楽しい・面白い・なごむ」

など、新たな「気づき」を挙げる声が多かった。実際、写真
投稿体験を通じて 70％弱が、投稿写真の閲覧を通じては約
95％の参加者が「新たな発見があった／ややあった」と回
答している。前者は、写真を撮るという行為が目的化され
ることにより「普段は歩かない場所を歩いた」「見過ごして
いたことを再認識した」など、まちに対する発見、気づき
を誘発したと考えられる。後者については、視覚化した情
報の訴求力が高いことを示しており、まちづくりへの市民
参加を進める上で不可欠な情報共有において、有用なツー
ルであることを示唆していると言える。
また、今後のシステムの活用の可能性については、市民
間のコミュニケーションツールとしての可能性、一歩進ん
でまちづくりへの市民参加を支援ツールとしての可能性を
高く評価していることが分かった。前者の理由として「一
つの写真（投稿）にな色々な人々がコメントをつければ面
白い意見がでる」「個人と多数が繋がる」「他の人の情報が
共有できる」「写真と言葉が相互に補完して情報を伝えら
れる」「現実の場での新たな交流につながる」などの意見が
あった。後者の理由としては「自分では知らない所が発見
できるかもしれない」「発見や興味があればまちに興味をも
つ」「色々な人の考え、視点が混ざりあう場だから」などの
項目が挙げられた。
システムを運用するにあたり、投稿に際して「パブリッ
クな情報であるように」「誹謗中傷にならないことを意識し
た」など、意識のぶれや不安が挙げられるとともに「写真
の投稿に『まちづくり』という制限をかけることによって
参加の敷居が高くなる」「イベントの機会がないと投稿が難
しい」など、情報投稿の沈滞の可能性が指摘された。
最後にシステムの機能面に関しては、「写真だけでなく
ムービーや音も投稿したい」「投稿確認メールを配信してほ

しい」など更なる機能強化が指摘された他、「位置情報を付
けてメールする手順の煩雑さ」「位置情報のずれ」など携帯
端末に関する指摘も幾つかみられた。また、時空間ポエマー
のみに関しては、「詳細な情報が取得しづらい」「欲しい時
に情報がすぐに取得できない」という不満の声があるとと
もに「画面上の写真に手で触れるとことで、何か反応があ
ればおもしろい」といった、インタラクティブな仕掛けに期
待する声も多数あった。カキコマップについては、かねて
から問題となっている「リボン表示にした際の情報が重な
り」を指摘された他に、「機能が充実しているのは良いが面
倒だ。手間がかかる」という意見があった。

4. 2 第二回目運用実験
第二回目の運用実験は、2003年 11月 1日から 11月 3日
にかけて同市で開催された「いきいき多摩フェスティバル」
のイベントの一環として行われた。約 15人の市民の方々に
参加してもらい、第一回目の運用実験と同様に、「地域の魅
力探しイベント」として、GPSカメラケータイを用いたま
ち歩きと参加者によるアフターワークショップ、システムの
展示を実施した。システムの有用性の検証ということもさ
ることながら、「いきいき多摩フェスティバル」という非常
に多くの人々が短期間に集まるイベントを利用することで、
より多くの人々に本システムを知ってもらうということも
目的の一つであった。期間中に撮影・投稿された写真は約
150枚である。

4. 2. 1 一覧表示機能の追加
時空間ポエマーの表示クライアントは、フェードイン・
フェードアウトさせながら表示する写真を常に切り替えて
おり、写真にマウスオーバーすることにより、詳細情報を表
示することができる。しかし、第一回目の運用実験時のア
ンケート（システムの機能面に関して）でも指摘されたよ
うに「詳細な情報が取得しづらい」「欲しい情報がすぐに取
得できないことがある」という問題があり、改善の必要性
を強く感じていた。
その経験を踏まえ、区画毎の全画像・詳細情報を表示する
一覧表示機能を追加した。情報が欲しい区画をマウスでク
リックすると、その区画が赤い枠で囲まれると同時に、登
録されている全画像および個々の画像の詳細情報（日付け、
投稿日時、タイトル、本文）が別ウインドウに表示される
（図 8）。同時に最大３つの情報が表示され、３つ以上の画像
が登録されている場合はスクロールバーを操作することに
より切り換えることができる。
また、仙台の事例および多摩での第一回目運用実験に望

まれていたディスプレイとユーザとの間にインタラクティ
ブな関係を作り出すために、表示クライアントをタッチパネ
ル付きの大型ディスプレイ（日本スマートテクノロジー製
SMART Board）で表示した。これにより時空間ポエマー、
カキコまっぷともにユーザが大画面を直接操作しながらク



図 9 時空間ポエマー Ver.1.2

ライアントを操作することを可能とした。
4. 2. 2 参加者・閲覧者の反応
第二回目の運用実験は、「いきいき多摩フェスティバル」
期間中での実施ということもあり、それに関連した写真も
多く投稿された。
時空間ポエマーのシステムの機能に関しては、一覧表示機
能（最大 3つまで同時に閲覧可能）を実装したことで、「い
つでも簡単に詳細情報が見れて良い」「本来欲していた情報
以外の情報も自然と目にはいってくることから新たな発見
ができた」という意見があった。その他に、ユーザとディス
プレイとの間にインタラクティブな関係をつくりだしたこ
とにより、イベント参加者だけでなく、いきいき多摩フェス
ティバルに訪れた非常に多くの人々が興味を示した。以上
のように、機能面の改善により本システムの利用を大きく
促進する結果を得ることができた。
第一回目の運用実験同様、イベント参加者の満足度は非
常に高く、第一回、第二回運用実験の両方に参加したメン
バーからはイベントの定期的開催・継続を要望する声もあっ
た。本システムがまち歩きイベントおよびワークショップの
ツールとして、また人と人をつなぎコミュニケーションを
とるツールとして有用であることが再確認できたといえる。

4. 3 システム運用における問題
第一回目の運用実験終了後から第二回目の運用実験を開
始するまでの約１か月の間、カキコまっぷのシステムは稼
働させていたもののほとんど新たな情報の投稿されなかっ
た。これは運用実験に用いた携帯電話が参加者自身の所有
物ではなく、実験のために貸し出したものであったことも
一つの原因であると考えられるが、ワークショップが終わっ
た後も継続的に情報投稿を活発化させるための枠組みが必
要であると考えられる。現在の本システムの問題点として、
ワークショップの参加者が「まちづくり」の一環として情報
を投稿したとしても、行政側からの反応があるとは限らな
いこと、投稿された膨大な情報を編集して何らかのかたち
で意見を集約するような仕組みがないこと、などが挙げら
れる。これは住民参加型のまちづくり支援を目的とした情

報システムに共通の問題点であるとも言えるが、継続的な
情報投稿を基にした新たなコミュニティを創出するための
枠組みを考えてゆく必要があると思われる。特に携帯電話
を情報投稿に用いる場合は、通信費を投稿者が負担する必
要があることなどから、インターネットのみを用いたシス
テムとは異なる枠組みが必要であると思われる。
また、システムを運用するにあたり、投稿内容によって
は「誹謗中傷」「個人情報の流出」などにあたる可能性があ
り、第一回目、第二回目運用実験ともにそれを危惧する声
が多数あった。本運用実験の際には参加者全員がマナーを
守り、公共の情報を投稿するように心掛けたことでこの問
題は回避された。もし万が一、意図的に悪質な投稿を繰り
返すユーザがいた場合、本システムでは各情報の送信者の
メールアドレスをデータベースに登録・管理していること
から、そのユーザからの情報投稿ができないように制限を
かけたり、システム管理者がメールで警告を促すなどの対
策をとることが可能である。
今後、運用目的の公共性や情報の交流の自由度をどの程
度許容するかのバランスに配慮しながら、投稿のための動
機付けの仕組み、法律面への対応を含めた情報管理体制の
ルール整備などを検討していく必要があると考えられる。

5. 考察および今後の課題

これまで位置情報に基づいて情報を共有するためのシス
テムの研究は盛んに行われてきており、それらはテキスト
のみの情報登録・表示であり、利用する機器としては PDA

を想定している [1,2,8]。しかし、テキストのみの情報だけ
では、投稿者が真に伝えたいことが伝わりにくい。例えば
「桜が奇麗です」という言葉だけではどれくらい奇麗なのか
伝わらないが、写真を見れば一目瞭然であり、実世界の情
報である写真を投稿・表示できるメリットは非常に大きい
と思われる。また。PDAは誰もが日常的に利用するほど普
及していないことからも、利便性に優れたシステムとは言
い難い。本システムでは、テキストに加えて画像の登録お
よび表示を行い、利用する機器としては、誰もが簡単に気
軽に扱える GPSカメラケータイを使用する。
既存のWebGISの多くは不特定多数の人々がパソコンで

情報を投稿し、個人でパソコンを通じて閲覧・使用するこ
とを前提としている。しかし、今回我々が行った運用実験は
既存のWebGISの運用形態とは大きく異なっている。仙台
では写真の収集を特定の 1週間に行い、閲覧に際しては多
数の人数で、ある特定の場所（公共空間・路上）で水平な大
型ディスプレイを用いて閲覧した。
多摩においては約 2時間の間に参加者が個別に写真を収
集し、収集直後の約２時間のアフターワークショップを通じ
て、投稿された写真を参加者全員で閲覧した。このような
運用形態での情報共有の試みは、PDAや PCなどで情報登
録を行う従来のWebGISとは異なり、誰でも気軽に簡単に



持ち運び、扱う事ができる GPSカメラケータイを用いた情
報登録を可能としている本システムだからこそ実現できた
と考えられる。[9]では、本来遠隔にいる人々同士で利用す
るチャットを同じ場所で利用する、という既存のシステムの
これまでにない利用方法について検討し、新たな可能性を
模索している。本研究でも、WebGISをこれまでにない方
法で運用することにより、WebGISの新たな可能性を見い
だすことができたのではないかと考える。
また、多摩での運用実験を通じて、ワークショップ支援を
行う上で検索機能および BBS機能が非常に重要であるとい
うことが分かった。とくに、カキコまっぷは BBS機能を有
しており、アフターワークショップ中での各写真に対するコ
メント・意見を随時書き込むことができた。これによりワー
クショップをより円滑に進め、そして有意義なものにするこ
とができた。残念ながら、現在の時空間ポエマーは BBS機
能を実装していない。
今後、本システムに二つの機能を実装する予定である。第
一に検索機能の充実である。キーワード検索だけでなく、時
間による検索機能も実装することにより、膨大な情報の中
からユーザが必要としている情報のみを適切に提供するこ
とができると考えられる。第二に BBS機能の実装である。
現在の時空間ポエマーは、カキコまっぷのように他人が送っ
た写真に対してコメントをつけるといった BBS機能を実装
していない。BBS機能を実装することで、より人と人がコ
ミュニケーションをとりやすくするとともに、情報投稿の
沈滞を防げるのではないかと考える。

6. ま と め

我々はこれまでにGPSカメラケータイを用いたWebGIS

を構築し、運用実験を重ねてきた。本論文では、その運用
事例から得られた知見をもとに、本システムの評価を行う
とともに今後の展開・可能性を検討した。
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